
時間（所要時間）

 

 

講義の展開 参照先

P158～171

P176～188

令和５年３月３日（金）10：10～11：50　Zoomオンライン開催　
講師：木戸道子先生（日本赤十字社医療センター 第一産婦人科部長）
　　　江夏大樹先生（東京法律事務所）

 

山形大学
5年生対象

全員必須参加
６年生も任意参加

120名参加

機器等の最終確認、講義概要説明、アンケート案内、
資料確認、Zoom接続確認等

講師　江夏大樹先生（弁護士）
講義テーマ「労働法講義」

【説明（第１部）】
10：35～（30分）

10：10～（20分）

10：30～（3分）

10：33～（2分）

山形大学 教務委員長 浅尾裕信先生
挨拶

11：05～（35分）
【説明（第2部）】

講師　木戸道子先生（日本赤十字社医療センター）
講義テーマ「医師の働き方について
    　　　　 ～自分のキャリア設計を考えよう～」

講師紹介

11：40～（8分） 質疑応答

11：48～（2分） アンケート回答のお願い

 

実際に講義の前に学生に事前アンケートを行って知識レベルを確認し、どのような
テーマに関心があるか、不安に思っていることは何かなどを丁寧に調べ、全国一律では
なく、それぞれの大学における医学生の状況を踏まえて、講義内容を工夫していくこと
が、講義の効果を上げるために重要なことであると思います。  

 

 木戸先生からワンポイントアドバイス 
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医師の働き方改革について

山形大学「医学生向けの労働法講義」
年 月 日

日本赤十字社医療センター 産婦人科
木戸道子

〜自分のキャリア設計を考えよう〜

158

講義実例 4 （山形大学）

第１部講師：木戸道子先生講義資料



「勤務医の健康の現状と支援のあり方に関するアンケート調査」
結果概要（日本医師会 年）

勤務医である医師会員のうち男性 名，女性 名に送付

（有効回答率 ）

・ 休日：月に４日以下→ 人に１人（ 歳代では ％）

・ 平均睡眠時間：６時間未満→ 割

・ オンコール待機日数：月 日以上→ 割

・ 患者からの不当なクレーム：半年以内に 回以上→ 人に１人

・ 自分の体調不良を他人に相談しない→ 人に１人

・ 自分は「不健康，どちらかというと健康ではない」→ 人に 人

・ 飲酒：ほぼ毎日→ ４人に 人 喫煙→ ％

・ 死や自殺について考える：週に数回以上→ ％

・ メンタルヘルス面でサポート必要な状態→ ％

• 厚生労働省
社会保障審議会医療部会（平成 ７年～）
医道審議会医師分科会（令和元年〜） 臨床研修部会 医学生共用試験部会
「医療分野の勤務環境改善マネジメントシステムに基づく医療機関の
取組に対する支援の充実を図るための調査・研究」検討委員会（平成 年～）

女性医師のさらなる活躍を応援する懇談会（平成 年～ 年）
女性医師キャリア支援モデル普及推進事業に関する評価会議（平成 年〜 年）
勤務医に対する情報発信に関する作業部会（令和 年〜 年）

• 日本医師会
勤務医の健康支援に関するプロジェクト委員会（平成 年～ 年）
勤務医の健康支援に関する検討委員会（平成 年～ 年）
産業保健委員会（平成 年～ 年）
医師の働き方検討委員会（平成 年〜令和 年）
医療機関勤務環境評価センター 評価委員会（令和４年〜）

• 日本産婦人科医会 勤務医委員会（平成 年〜）
• 日本産科婦人科学会

女性活躍のための健康推進委員会（平成 年～ 年）
男女共同参画・ワークライフバランス改善委員会（平成 年～ 年）
医療改革委員会（平成 年～ 年）
サステイナブル医療体制確立委員会（令和元年〜）

勤務環境改善勤務環境改善

臨床業務の他に取り組んでいること（自己紹介）

医師の働き方医師の働き方

女性の活躍女性の活躍
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勤務医の健康支援のために、必要だと勤務医が考える

職場改善課題（上位６項目）

※右端の赤字は「必要だと思う」と「必要だと強く思う」の回答の計 日本医師会 年 月調査

常常にに主主治治医医がが
ココーールルさされれるる体体制制

大学の助教として勤務していた男性医師（当時 歳）が
研究室で倒れているのが見つかり翌日死亡

発症前の時間外労働は「過労死ライン」を下回っていたが
一定の心理的負荷を伴う日直や宿直勤務があり、
長い拘束時間や十分な休憩・睡眠が確保できない状況
にて「業務と発症との関連が強いと評価するのが相当」と
労災認定

大学の助教として勤務していた男性医師（当時 歳）が
研究室で倒れているのが見つかり翌日死亡

発症前の時間外労働は「過労死ライン」を下回っていたが
一定の心理的負荷を伴う日直や宿直勤務があり、
長い拘束時間や十分な休憩・睡眠が確保できない状況
にて「業務と発症との関連が強いと評価するのが相当」と
労災認定

（ 三重 より
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「当直」を挟む 時間以上の連続勤務

昭和時代からの（現在も？）医師の働き方

性別に関わらず
家庭生活と両立は難しい

（イラストは日本産婦人科医会 による）

「医師の働き方改革」は何のため？

• 「医師は労働者？」

労働法法令令遵遵守守・・労労務務管管理理の必要性がようやく認知されるようになった

• 「時間外には働けない・働きたくない」

時間外診療の多い診療科・交代のいない地方での医師不足 医医師師偏偏在在
「病気や怪我は時間帯に関わらず起こる」 「出産はいつなんどきでも」

少子高齢化による担い手不足 需要と供給のミスマッチ

・・医療機関の適正・効率的な配置など
制度設計・体制整備（行政）

・・医療者が能能力力をを最最大大限限にに発発揮揮でできき
組織全体のパフォーマンスを上げるマネジメント

（働働きき方方改改革革）

・・医療機関の適正・効率的な配置など
制度設計・体制整備（行政）

・・医療者が能能力力をを最最大大限限にに発発揮揮でできき
組織全体のパフォーマンスを上げるマネジメント

（働働きき方方改改革革）

「「時時間間外外上上限限規規制制」」だだけけのの問問題題ででははなないい！！「「時時間間外外上上限限規規制制」」だだけけのの問問題題ででははなないい！！

医療者の健健康康をを守守りり

医医療療安安全全を確保しつつ
医医療療のの質質を高め

緊急の医療ニーズに応需可

医療者の健健康康をを守守りり

医医療療安安全全を確保しつつ
医医療療のの質質を高め

緊急の医療ニーズに応需可
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（日本経済新聞 年 月 日 配信記事より）

十分な予算が割かれないまま
子育ての社会化が進まず
家庭のなかで女性が負担を背負う

キャリアが形成できない
昇進が遅れる

女性の低賃金の要因に

（日本経済新聞 年 月 日 配信記事より）

さらに
「子供が生まれる前は残業していたが
現在はほぼ毎日定時帰りにした」人

女性は
男性は

男性では
変わらず残業している人が

だった
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定定時時にに帰帰りりににくくいい雰雰囲囲気気
責責任任感感ががああるるほほどど居居づづららいい状状況況にに

（イラストは日本産婦人科医会 による）

割は
普通に
当直！

半数は当直免除 分娩施設勤務でも
半数はお産扱わず

（産婦人科勤務医の待遇改善と女性医師の就労環境に関するアンケート調査（日本産婦人科医会 年）より）

責任もって経過をみられないと基幹業務から外れがち
→ 技量や意欲も伸びにくい

責任もって経過をみられないと基幹業務から外れがち
→ 技量や意欲も伸びにくい

免除されていると
肩身が狭く

言いたいことも
言えなくて・・・

免除されていると
肩身が狭く

言いたいことも
言えなくて・・・
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女性医師の勤務環境の現況に関する調査報告書（日本医師会 年 月）による

「「家家庭庭のの事事情情」」とと
「「働働くく条条件件」」がが
ハハーードドルルにに

「「家家庭庭のの事事情情」」とと
「「働働くく条条件件」」がが
ハハーードドルルにに

夫夫がが同同居居ししてていいるるとと・・・・・・

「「宿宿日日直直ややオオンンココーールルののなないい働働きき方方」」
ににななりりややすすいい

夫夫がが同同居居ししてていいるるとと・・・・・・

「「宿宿日日直直ややオオンンココーールルののなないい働働きき方方」」
ににななりりややすすいい

女性医師の勤務環境の現況に関する調査報告書（日本医師会 年 月）による
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少子高齢化が進み
介護問題は性別問わず
ますます身近なものに

介護離職を防ぎ
介護者も要介護者も
「自分らしく生きられる」
仕組みが必要

（日本経済新聞 年 月 日 配信記事より）

本人・配偶者とも ～ 歳の正社員で子どもがいる人を対象
にし、男性 人、女性 人の回答を分析

「お互いのキャリアアップを目指す」と
回答する人が多いのは？

女性では

「上司が日々の業務の中で少し高い
目標や少し困難な仕事を与えて
チャレンジさせている」
と思う人

男性では

「自分はキャリアアップができていると思う」
「仕事の面白さを感じた経験がある」
「会社で女性活躍推進の取り組みが
積極的に行われている」
「育児休業を取得したことがある」
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（日経メディカル より）

年
労基署の是正勧告を契機に
変則二交替勤務制が
産科に導入された

年
労基署の是正勧告を契機に
変則二交替勤務制が
産科に導入された

勤務環境改善の具体的取組例の紹介

ピンチが
チャンスに！
勤務環境は
劇的に改善

ピンチが
チャンスに！
勤務環境は
劇的に改善

8：30 9：00 17：00 20：00
↓ ↓ ↓

（前日夜勤明け，当日の夜勤入りは不在）

↓

オンコール オンコール

当センター産婦人科における変則二交替勤務制

夜勤は夜だけ（夜に来て翌朝に帰る）

日勤は夜勤に任せて夕には帰る

夜勤は夜だけ（夜に来て翌朝に帰る）

日勤は夜勤に任せて夕には帰る

【施設概要と勤務体制】
母体救命対応総合周産期センター
診療実績（2018年）：分娩2806件
帝王切開術701件 母体搬送167件
婦人科手術502件
産婦人科常勤医 名非常勤医 名
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時時間間をを分分割割ししててシシェェアアすすれればばハハーードドルルがが下下ががりり働働けけるる人人がが増増ええるる

皆皆がが夜夜間間休休日日ののシシフフトトをを担担当当
家家庭庭環環境境やや体体力力等等にに配配慮慮ししつつつつ

皆皆のの能能力力をを活活かかししてて業業務務分分担担

皆皆がが夜夜間間休休日日ののシシフフトトをを担担当当
家家庭庭環環境境やや体体力力等等にに配配慮慮ししつつつつ

皆皆のの能能力力をを活活かかししてて業業務務分分担担

子育て中やシニアは当直免除でそれ以外の人が働けばよいのか・・・

「仕事と生活の調和」が実現

診診療療 当当直直 診診療療

導導入入前前

３２時間

導導入入後後

夜夜勤勤

１３時間
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場数を踏み
経験（データベース）を増やす

臨床での対応力が向上

実は「当直もまた楽し！」
家族との適度な距離

空き時間を活用できる

家家庭庭ににおおいいててもも
タタススククシシフフトト シシェェアア
家家庭庭ににおおいいててもも
タタススククシシフフトト シシェェアア

パートナーや子どもなど家族との分担の見直し
家事・育児・介護サービスの利用（外注）
勤務軽減・免除よりも
「医師として活躍できる時間・チャンスを増やす」
方向でマネジメント力を発揮！

でで前前向向ききにに！！

忙しいと困る
勤務を軽減してもらって
そこそこ働けばいい

業務が多ければ
早く勘が戻る
症例が多いことを活かし
たくさん経験して技量を高めたい

（日経 号より）
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左：平成 年度厚生労働科学研究費「病院勤務医等の勤務環境改善に関する研究」
右：平成 年度厚生労働科学研究費「女性医師離職防止のための勤務支援項事例の収集と検討」
（ともに研究代表者：安達知子愛育病院副院長（当時）） による

「できない」という思い込みを捨てよう

当直できない 研究できない

多忙な診療科はやめておこう

女性だから 子どもがいるから

外科系は無理

理理由由ををつつけけてて
自自分分のの可可能能性性をを狭狭めめるるよよりりもも
「「ででききるる」」ににつつななげげるるたためめのの
アアククシショョンンをを起起ここそそうう

理理由由ををつつけけてて
自自分分のの可可能能性性をを狭狭めめるるよよりりもも
「「ででききるる」」ににつつななげげるるたためめのの
アアククシショョンンをを起起ここそそうう

器用でないから

時間がないから

現状のなかで自分の成長軸を伸ばすための
最適なソリューションを考える
前向き思考でクリア！！

現状のなかで自分の成長軸を伸ばすための
最適なソリューションを考える
前向き思考でクリア！！

なんでも積極的に
トライ！

場数を踏めば経験を
増やせる！

なんでも積極的に
トライ！

場数を踏めば経験を
増やせる！

169



医師のキャリアデザイン・マップ

上段：キャリア （臨床研修〜専門医取得〜サブスペシャリティ・研究・留学〜管理職・開業等）
下段：ライフ（結婚・出産・育児・介護等）

プロフェッショナルとして活躍し続けるための７か条

１１ 周周囲囲のの支支ええでで今今ののキキャャリリアアががああるる

キャリアは自分の努力だけでなく家族や社会によって育成されたものである

２２ 社社会会でで役役立立ちち，，初初めめててキキャャリリアアはは意意味味ををももつつ

社会で能力をきちんと活かすことは自分のためにも社会への使命でもある

３３ キキャャリリアア形形成成はは長長期期ビビジジョョンンでで

一時的にペースダウンしても長い視点で自分のパフォーマンスを上げていく

４４ キキャャリリアアココーーススのの選選択択肢肢はは多多くく，，相相談談先先もも多多くく

離職せずに短時間勤務などを活用しキャリア継続，一人で悩まず気軽に相談

５５ キキャャリリアア継継続続はは社社会会のの手手もも借借りりてて

家事・保育・介護サービス等を上手に活用し自分だけで抱え込まない

６６ キキャャリリアアデデザザイインンをを意意識識ししてて

目の前のことだけで短絡的に判断せず，長い人生を見通して行動する

７７ みみななささんん一一人人一一人人がが新新ししいいキキャャリリアアののロローールルモモデデルルにに

後に続く人たちに働きやすい環境を 権利主張のみでなく実力をつける

プロフェッショナルとして活躍し続けるための７か条

１１ 周周囲囲のの支支ええでで今今ののキキャャリリアアががああるる

キャリアは自分の努力だけでなく家族や社会によって育成されたものである

２２ 社社会会でで役役立立ちち，，初初めめててキキャャリリアアはは意意味味ををももつつ

社会で能力をきちんと活かすことは自分のためにも社会への使命でもある

３３ キキャャリリアア形形成成はは長長期期ビビジジョョンンでで

一時的にペースダウンしても長い視点で自分のパフォーマンスを上げていく

４４ キキャャリリアアココーーススのの選選択択肢肢はは多多くく，，相相談談先先もも多多くく

離職せずに短時間勤務などを活用しキャリア継続，一人で悩まず気軽に相談

５５ キキャャリリアア継継続続はは社社会会のの手手もも借借りりてて

家事・保育・介護サービス等を上手に活用し自分だけで抱え込まない

６６ キキャャリリアアデデザザイインンをを意意識識ししてて

目の前のことだけで短絡的に判断せず，長い人生を見通して行動する

７７ みみななささんん一一人人一一人人がが新新ししいいキキャャリリアアののロローールルモモデデルルにに

後に続く人たちに働きやすい環境を 権利主張のみでなく実力をつける

平成22年度厚生労働科学研究費「女性医師離職防止のための勤務支援項事例の収集と検討」リーフレットより（一部改変）
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講義実例 4 （山形大学）

第１部講師：木戸道子先生講義資料



・・自自分分のの適適性性をを見見ききわわめめるる
・・「「ララククそそうう」」ででははななくく「「ややりりたたいい」」ももののはは何何かか
・・興興味味ををももっっててラライイフフワワーーククととししてて
長長くく続続けけらられれるる分分野野をを選選ぶぶ

働き方改革で
医療界も今後変わっていく

・・目目先先ののここととににととららわわれれてていいなないいかか
・・ワワーーククラライイフフババラランンススばばかかりり重重視視ししてていいなないいかか？？
・・目目先先ののここととににととららわわれれてていいなないいかか
・・ワワーーククラライイフフババラランンススばばかかりり重重視視ししてていいなないいかか？？

・・どどんんななととききもも
歩歩みみをを止止めめずず
志志をを持持ちち続続けけるる
・・迷迷っったたとときき
何何ががややりりたたくくてて
医医師師をを目目指指ししたたかか
そそののととききのの思思いいにに
立立ちち戻戻っっててみみるる
・・辛辛いいここととががああっったたとときき
凹凹んんででししままううかか
そそれれをを糧糧ににししてて
伸伸びびてていいけけるるかかはは
自自分分次次第第

・・どどんんななととききもも
歩歩みみをを止止めめずず
志志をを持持ちち続続けけるる
・・迷迷っったたとときき
何何ががややりりたたくくてて
医医師師をを目目指指ししたたかか
そそののととききのの思思いいにに
立立ちち戻戻っっててみみるる
・・辛辛いいここととががああっったたとときき
凹凹んんででししままううかか
そそれれをを糧糧ににししてて
伸伸びびてていいけけるるかかはは
自自分分次次第第いちどしかない人生

小さくまとまってしまうのは
もったいない

いちどしかない人生
小さくまとまってしまうのは

もったいない

最後に・・・未来を拓く皆さんに贈る言葉

男性は３割弱、女性は半数以上が９０歳に達する

（厚労省 より）

人生 年時代！
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 「医学部等における労働法教育を 
考えるシンポジウム」の開催 

 医師の働き方改革を進めるためには、大学医学部での講義実施などを通じて、医学生や

若手医師の方々に、医師の働き方改革の趣旨や関連する法令の内容などを知ってもらうこ

とが重要です。このことをより多くの関係者に知っていただくことを目的として、令和５

年２月 22 日、厚生労働省主催により、「医学部等における労働法教育を考えるシンポジウ

ム」を開催しました。 

 今回のシンポジウムでは、河野恵美子先生（大阪医科薬科大学・本書Ｐ77 講義資料掲載）、

神村裕子先生（日本医師会・本書Ｐ131 講義資料掲載）、木戸道子先生（日本赤十字社医療

センター・本書Ｐ158講義資料掲載）及び弁護士の前川宙貴先生にご参加いただき、大学

医学部における講義の事例発表や、実際に講義の講師を担当した経験を踏まえての意見交

換などを通じ、医学部等における労働法の教え方、講義のあり方などについて考えました。 

講義事例発表では、河野先生、神村先 

生及び前川先生から、それぞれの講義説 

明、資料構成等で工夫された点等を解説 

いただき、意見交換では、右のような点 

などについて、ご意見をいただきました。 

また、文部科学省から令和６年４月よ 

り適用される「医学教育モデル・コア・ 

カリキュラム（令和 4 年度改訂版）」についての説明、厚生労働省から、医師の働き方改革

推進に係る情報発信として、本書Ｐ219掲載の解説スライド、各種研修会等に関する説明を

行いました。

 

 今回のシンポジウムの動画や資料は、「いきいき働く医療機関サポート Web」（通称：い

きサポ）に掲載しています。動画は全体版のほか、講義事例発表については、各先生の説明

動画をそれぞれ分けて掲載しています。医学生向けの労働法講義等の実施に当たって、是

非一度、事前にご覧いただければと思います。 

 

コラム4 

・  医学部における労働法教育の意義、役割 

・  医師の勤務環境改善等について医学生に

関心を持ってもらうために特に伝えるべき

ポイント 

・  講師の経験を踏まえより深みを増した講

義を実施するためには何が必要と感じたか 

 

 

 

 

 

 

 

「いきいき働く医療機関サポート Web」の「国の施策情報」 

https://iryou-kinmukankyou.mhlw.go.jp/information/ 

動画はシンポジウム全体版のほか、講義事例 
発表ごとの動画も掲載しています。 
 

シンポジウム動画及び資料掲載先ＵＲＬ 

いきサポ   検索 
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 「医学部等における労働法教育を 
考えるシンポジウム」の開催 

 医師の働き方改革を進めるためには、大学医学部での講義実施などを通じて、医学生や

若手医師の方々に、医師の働き方改革の趣旨や関連する法令の内容などを知ってもらうこ

とが重要です。このことをより多くの関係者に知っていただくことを目的として、令和５

年２月 22 日、厚生労働省主催により、「医学部等における労働法教育を考えるシンポジウ

ム」を開催しました。 

 今回のシンポジウムでは、河野恵美子先生（大阪医科薬科大学・本書Ｐ77 講義資料掲載）、

神村裕子先生（日本医師会・本書Ｐ131 講義資料掲載）、木戸道子先生（日本赤十字社医療

センター・本書Ｐ158講義資料掲載）及び弁護士の前川宙貴先生にご参加いただき、大学

医学部における講義の事例発表や、実際に講義の講師を担当した経験を踏まえての意見交

換などを通じ、医学部等における労働法の教え方、講義のあり方などについて考えました。 

講義事例発表では、河野先生、神村先 

生及び前川先生から、それぞれの講義説 

明、資料構成等で工夫された点等を解説 

いただき、意見交換では、右のような点 

などについて、ご意見をいただきました。 

また、文部科学省から令和６年４月よ 

り適用される「医学教育モデル・コア・ 

カリキュラム（令和 4 年度改訂版）」についての説明、厚生労働省から、医師の働き方改革

推進に係る情報発信として、本書Ｐ219掲載の解説スライド、各種研修会等に関する説明を

行いました。

 

 今回のシンポジウムの動画や資料は、「いきいき働く医療機関サポート Web」（通称：い

きサポ）に掲載しています。動画は全体版のほか、講義事例発表については、各先生の説明

動画をそれぞれ分けて掲載しています。医学生向けの労働法講義等の実施に当たって、是

非一度、事前にご覧いただければと思います。 

 

コラム4 

・  医学部における労働法教育の意義、役割 

・  医師の勤務環境改善等について医学生に

関心を持ってもらうために特に伝えるべき

ポイント 

・  講師の経験を踏まえより深みを増した講

義を実施するためには何が必要と感じたか 

 

 

 

 

 

 

 

「いきいき働く医療機関サポート Web」の「国の施策情報」 

https://iryou-kinmukankyou.mhlw.go.jp/information/ 

動画はシンポジウム全体版のほか、講義事例 
発表ごとの動画も掲載しています。 
 

シンポジウム動画及び資料掲載先ＵＲＬ 

いきサポ   検索 
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 ＜シンポジウム参加者・アンケート結果＞ 

   本シンポジウムには、大学医学部の教職員の方をはじめ、学生、弁護士や社会保険労務士な

ど 205 名の方に参加いただきました。開催後のアンケート結果は以下のとおりです。 

   

 

 

 

 

シンポジウムリーフレット 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

   

 

 

 

【ライブ＋オンデマンド配信】

オンライン開催

配信期間中であれば、
いつでも視聴可能︕

内容 スピーカー

主催者挨拶
厚生労働省労働基準局

労働条件政策課
医療労働企画官 坪井 宏徳

医学教育モデル・コア・カリキュラム改訂について 文部科学省高等教育局
医学教育課 企画官 堀岡 伸彦

医学部での講義事例① 河野 恵美子 先生

医学部での講義事例② 神村 裕子 先生

パネルディスカッション
～医学部等での労働法教育のあり方～

司会︓前川 宙貴 先生
講師︓河野 恵美子 先生

神村 裕子 先生
木戸 道子 先生

その他（質疑･お知らせ）

プログラム

医師の働き方改革関連

医学部等における労働法教育を
考えるシンポジウム

大学医学部、大学附属病院等の関係者の皆さまへ

年２月 日 水 ～開催
日時

医師の働き方改革を進めるためには、大学医学部での講義実施などを通じて、医学生や若手医師
の方々に、医師の働き方改革の趣旨や関連する法令の知識などを知ってもらうことが重要です。
今回のシンポジウムでは、大学医学部における講義の事例発表や、実際に講義の講師を担当した

医師による意見交換などを通じ、医学部等における労働法の教え方、講義のあり方などを探ります。
大学医学部の教職員、大学附属病院等の関係者に限らず、どなたでも視聴できます。

厚生労働省委託
令和４（ ）年度 労働法教育に関する支援対策事業

講師紹介・視聴申し込みは裏面へ

※関係資料は裏面記載の専用ウェブサイトで閲覧いただけます。ダウンロードもできます。

オンライン開催・視聴無料
（ ウェビナーでのライブ配信＋終了後のオンデマンド配信も実施）

講師紹介 五十音順・敬称略

■ 神村裕子 （かみむらゆうこ）

▶日本医師会常任理事。日本医師会内では産業保健･男女共同参画･女性医師支

援センター･有床診療所を担当。山形大学医学部卒。山形市内有床診療所内科

に勤務しながらシングルマザーとして 人の子を育てる。▶ 年山形県医

師会理事に就任、同常任理事･副会長を経て、 年現職に選任。▶

年日本医師会認定産業医、 年労働衛生コンサルタント資格を取得。産業

保健は地域全体の健康水準の向上に貢献できるとの観点から、内科医の傍ら新

たな働き方に対応できる産業医体制づくりを目指した活動を継続的に展開。

▶本事業の講師として、大分大学･岐阜大学 年度 の講義を担当。

■木戸道子（きどみちこ）

▶日本赤十字社医療センター第一産婦人科部長。東京大学卒。長野赤十字病院、
東大医科研、東大病院等を経て現職。 人の息子を育てつつ産婦人科臨床に従
事し、勤務環境改善、女性医師支援の重要性を感じ、日本医師会･日本産婦人
科医会･日本産科婦人科学会等の委員として活動。
▶社会保障審議会医療部会、医道審議会医師分科会等の委員を務め、医師の働
き方改革、医療提供体制などの議論に積極的に参画。
▶本事業の講師として、岐阜大学･山形大学 年度 の講義を担当。

■ 河野恵美子 （こうのえみこ）

▶大阪医科薬科大学一般･消化器外科助教。宮崎大学医学部卒。 年｢外科

医の手プロジェクト｣を立ち上げ手術器具の研究を開始、 年２名の女性外

科医と消化器外科女性医師の活躍を応援する会を設立。▶ 年内閣府男女

共同参画局｢令和２年度女性のチャレンジ賞｣、 年 パブリックリソース財

団｢女性リーダー支援基金∼一粒の麦∼｣を受賞。スピーチ動画→

▶本事業の講師として、関西医科大学 年度 、徳島大学･宮崎大学

年度 の講義を担当。

■ 前川宙貴 （まえかわひろき）

▶弁護士法人天満法律事務所 弁護士。京都大学法科大学院卒。労働法学会、大

阪弁護士会所属。労働法を活用してよりよい企業づくりと従業員の幸せに貢献

することをテーマに活動。主に会社側の立場で会社と従業員間の個別労働紛争

の予防と解決に注力。▶第 回消化器外科学会 年 月 ｢特別企画 消化

器外科における働き方改革｣に、上記河野医師とともに報告者として登壇。

▶本事業の講師として、関西医科大学 年度 、徳島大学･三重大学･宮崎

大学 年度 の講義を担当。

お問い
合わせ

公益社団法人 全国労働基準関係団体連合会
︓ （平日 ～ ） ︓
︓

※お申し込みの際にお預かりする個人情報はシンポジウムの運営にのみ利用し、無断で第三者へ提供することはありません。

医学部等における労働法教育を考えるシンポジウム 専用サイト

・ コードから専用サイトにアクセスし、必要な情報を登録してください。
視聴用 は、開催日前々日にリマインドメールでご案内します。

視
聴
申
込

労働法教育支援･医学部全基連 検索

内容について「大変理解できた」・「理解できた」と回答された方：91.6％ 

シンポジウム全体について「大変満足」・「満足」と回答された方：74.7％ 
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